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静岡県 新型コロナ １週間感染者数(2023.5/8～2025.7/13)

前週比
1.10倍

この１週間(7月7日～13日)は
推計1700人（1日約200人）
前週は推計15００人（1日約200人）

2023年 2024年

23年夏波 24年冬波 24年夏波

このラインを超えると
医療がひっ迫するおそれ

＝ の目安16人

５類移行後、流行ピーク時の推計
感染者数は徐々に減少している

このラインを超えると
感染者が急増するおそれ

＝ の目安8人

25年冬波

2025年

1.94

7月
7日

-



静岡県 新型コロナ オミクロン株以降の感染者数の推移（2022.1/1～2025.7/13）

P2

23年5月9日
以降は推計

第８波

の目安
200人/週/人口10万

の目安
400人/週/人口10万

第７波第６波

（人）
［2023.5/8まで］

［2023.5/9以降は推計］

今こ
こ

（人）

2022年2月10日
１週間感染者数

ピーク12,148人

8月23日
１週間感染者数

ピーク43,133人

2023年1月12日
１週間感染者数

ピーク50,484人

8月７日
１週間感染者数

準ピーク40,445人

9月3日
１週間推計感染者数
ピーク23,000人

2024年2月1日
１週間推計感染者数
ピーク19,000人

2022年 2023年 2024年

23年夏波 24年冬波 24年夏波

7月28日
１週間推計感染者数
ピーク14,000人

オミクロン株以降、

• 第６波以降の流行波の感染者数は、すべ
て注意報ライン　　　を越えている

• 第７,8波は、感染者数が警報ライン　　　
を大きく越え、医療ひっ迫をきたした

• ５類移行後は、警報ラインを大きく長期
間超える感染者増加は起こっていない

25年冬波

2025年

1月12日
１週間推計感染者数
暫定ピーク8,000人



• WHOや国立感染症研究所が、中和
抗体からの逃避や感染者数増加の
優位性が示唆されなどで、動向を注
視する必要があるとしたオミクロン
株の系統等の検出状況を示す

• 直近（2025年6月）では県全体で、
ＢＡ.2.86系統が4検体検出された
が、すべてがNB.1.8.1系統だった

• ゲノム解析結果は各月で示している
が、例えば４月分は、だいたい３月下
旬から４月中旬に結果が判明したも
のを集計している

静岡県 新型コロナ オミクロン株の系統 月別状況（2023.4月～2025.6月） 

P3
ゲノム
解析数

政令市を含む県全体
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静岡県 新型コロナ 定点医療機関からの報告者数の年代別推移(2024.1/29～2025.7/13)

P4報告者数 1903,

(14%)

(13%)

(16%)

(9%)

(13%)

(7%)

（9%)

(8%)

(10%)

(10%)

(11%)

(9%)

（11%)

(12%)

(15%)

(12%)

(9%)

(11%)

2042, 2473,

（9%)

(11%)

(18%)

(12%)

(12%)

(8%)

(10%)

(11%)

(10%)

(11%)

(14%)

（8%)

(9%)

(12%)

(12%)

(10%)

(14%)

(9%)

7637,

(15%)

(10%)

(12%)

（9%)

(9%)

(9%)

(12%)

(12%)

(11%)

• 直近2025年7月の
20歳未満は、6月と
比べ2㌽減少し約
20%

• 25年7月の60歳以
上は、6月と比べ3
㌽増加し約41%

• 6月同士で昨年と  
今年を較べると、   
20歳未満は
29%⇒22%に減 
60歳以上は  
33%⇒38%に増

6463,

(8%)

(12%)

(9%)

(11%)

（7%)

(15%)

(17%)

(13%)

(10%)

3591,

(11%)

(10%)

(7%)

（7%)

(13%)

(14%)

(10%)

(17%)

(10%)

2019, 1242,

(10%)

(16%)

(10%)

（6%)

(12%)

(10%)

(11%)

(7%)

(19%)

（8%)

(10%)

(10%)

(15%)

(11%)

(13%)

(10%)

(12%)

(10%)

3172,

(13%)

(12%)

(9%)

(11%)

(8%)

(17%)

(11%)

(9%)

（9%)

4178,

(15%)

(9%)

（7%)

(9%)

(8%)

(15%)

(10%)

(10%)

(16%)

4475,

(10%)

（7%)

2534,

(13%)

(9%)

(16%)

(11%)

(13%)

(10%)

(11%)

1033,

(16%)

(12%)

(17%)

(11%)

(10%)

（8%)

(9%)

(9%)

(9%)

(13%)

618,

(12%)

(9%)

(10%)

(11%)

(14%)

(11%)

（10%)

(10%)

(9%)

563,

(13%)

(8%)

(13%)

(10%)

（9%)

(9%)

(13%)

(15%)

(12%)

(8%)

513,

(9%)

(12%)

（8%)

(13%)

(16%)

(11%)

(12%)



静岡県 新型コロナ入院患者数 おおまかな推計値（2024.4/1～2025.7/13）

2023年 2024年
P5

• 2024年3月まで（橙色の実線）
は、水曜日の県内入院患者数

• 4月以降（橙色の破線）は、県内
基幹定点10病院の1週間の新
規入院報告数（青数字）ｘからの
推計値ｙ (y ≒ 5.5x + 33)

• 県内病院に新型コロナで入院している
患者数の推計値は、直近の7/7～13の
週では約120人

• 基幹定点医療機関の新規入院患者数
（青数字）は、前年同期4週間は155人、
今年は56人で、約６割少ない

2025年



静岡県 基幹定点医療機関(10病院)のコロナ年代別新規入院患者数の推移（2024.1月～2025.6月）

P6509, 207, 125, 96, 115, 253, 407, 203, 135, 166,

（－26）
（ー16）
（－14）
（－8）

* 入院者数には、院内感染者を含まない

• 2024年と25年の6月同
士で65歳以上の1週間の
新規入院患者数の1か月
分の累計数を比べると、
25年６月は約71%減少
(90人⇒26人)

• 各年代の入院者数は、昨
年6月と比べて70歳代と
80歳代が特に大きく減少

65歳以上
計90人

65歳以上
計26人

全年代の
入院者数* 220,

対前年
同月比

300, 334,388, 213, 95, 42, 34,



P7

【県内139定点医療機関の感染者総数】 【県内10基幹定点医療機関の入院者総数】

22,719人

14,359人

• コロナ感染
者数は、全体
では約４割
減少したが、
高齢者はほ
とんど減っ
ていない

• コロナ入院
者数は、高齢
者が約８割
を占めてい
るので、全体
でも１割程度
しか減って
いない

感染者は、全体で37%減
70歳以上は5%減

1,067人

1,203人

入院者は、全体で11%減
70歳以上は8%減

静岡県 新型コロナ 定点医療機関の2025年冬と2024年冬の感染者数・入院者数の比較



静岡県　新型コロナとインフルエンザの流行の状況（2023.5/8～2025.7/13）

（人数/週）

インフル流行期レベル

コロナ警報レベル

1000

7000

14000

インフル警報レベル

コロナ注意報レベル

（インフルエンザ、コロナともに定点報告数からの推計値）

※　静岡県では過去の実績から定点医
療機関あたりの1週間の報告数をコ
ロナは880倍、インフルエンザは
1000倍した値を１週間の県全体の
推計感染者数としている

2023年 2024年

• コロナは、2024年第37週(9/9-15)に注意報レベルを下回っていたが、
第52週(12/23-29)に定点医療機関あたり１週間8.96人となり、8人以
上のため注意報レベルになったが、2025年第3週(1/13-19)に7.77人
に低下し注意報基準8人を下回った

• インフルエンザは、2024年第42週(10/14-20)に定点医療機関あたり１
週間1.06人となり、１以上のため流行期入りした

• インフルエンザは、2024年第50週(12/9-15)に定点医療機関あたり１週
間11.47人となり、10以上のため注意報レベルになった

• インフルエンザは、2024年第51週(12/16-22)に定点医療機関あたり１
週間38.14人となり、30以上のため警報レベルになったが、2025年第5
週に6.68人となり、警報解除基準10人を下回ったので、警報解除となった

• インフルエンザは、2025年第14週(3/31-4/6)に定点医療機関あたり１
週間0.80人となり、１未満となったため流行期が終わった

2025年

インフル注意報レベル

P8

7月
7日

-



P9

 で、感染者１人から未感染者約１5
人に感染し（コロナの５倍）、ほぼ全員が発症

 するので、同じ空間にいるだけで感染

 （抗麻しんウイルス薬なし）

 （麻しん・風しん定期接種２回：１歳と５歳）

 感染者 （江戸時代は「命定め」）

 症状は、高熱・咳鼻水・目の充血⇒赤いヒョウ柄発疹が
顔から全身へ、

 合併症は、 等
麻しんの詳細は、JIHS（国立健康危機管理研究機構）の感染症情報提供サイトへ
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ma/measles/010/measles.html



P10https://id-info.jihs.go.jp/relevant/vaccine/measles/060/meas25-27.pdf　より

• 2019年以来の発生増加

• 今年は27週間で175例発生
しておりで、昨年１年間の45
例の約４倍発生

• 2018年より立上がりが早く、
発生ペースも落ちていない

• 65例（約4割）が外国での感染で、う
ちベトナムでの感染が51例（約8割）

(2025年は7月6日まで) (2024年12月30日～25年7月6日)

https://id-info.jihs.go.jp/relevant/vaccine/measles/060/meas25-13.pdf
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• 関東が約6割、
次いで関西が
約2割

• 関東の中でも
神奈川県がダ
ントツに多い

• 20歳代が約3割で最多

• ワクチン接種なし ＋ 接種不明 
が約6割

関東
103例（59%）

関西
35例（20%）

20歳代
58例（33%） 30歳代

31例（18%）

https://id-info.jihs.go.jp/relevant/vaccine/measles/060/meas25-27.pdf　より

(2024年12月30日～25年7月6日)(2024年12月30日～25年7月6日)

40歳代
28例（16%）

10歳未満
36例（21%）

10歳代
18例（10%）

https://id-info.jihs.go.jp/relevant/vaccine/measles/060/meas25-13.pdf
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 １歳の誕生日がきたら、麻しん・風しん
混合（ＭＲ）ワクチンをすぐにうつ！

 40歳代以下の人は、母子手帳で、自分
の麻しんワクチン接種回数を確認し、　
０回・１回の人は接種（自費）の検討を！

 　※特に、 首都圏・近畿によく行く人

    海外、特にベトナムに行く人

    外国から来た人とよく接する人


